
「
岡
目
一
目
」

　

昔
「
ポ
コ
ペ
ン
」
と
い
う
遊

び
が
あ
っ
た
。
鬼
に
な
っ
た
子

供
は
、
壁
や
立
木
に
目
隠
し
を

し
て
立
つ
。
後
ろ
に
回
っ
た
子

供
達
が
「
ポ
コ
ペ
ン
ポ
コ
ペ
ン

誰
突
っ
つ
い
た
」
と
言
っ
て
、

鬼
の
背
中
を
突
っ
つ
く
。
鬼
は

振
り
返
っ
て
、
突
っ
つ
い
た
子

を
当
て
る
。
当
て
ら
れ
た
子
は

次
の
鬼
に
な
る
。

　

こ
の
ポ
コ
ペ
ン
の
語
源
が
、

今
や
っ
と
分
か
っ
た
。
元
は
中

国
語
の
「
不
可
賠
銭
」
で
「
プ

ー
コ
ウ
ベ
ン
シ
ェ
ン
」と
読
み
、

そ
れ
が
「
ポ
コ
ペ
ン
」
と
な
る
。

　

こ
の
夏
出
版
さ
れ
た
、
瀬
戸

山
玄
と
い
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ス
ト
が
十
八
年
が
か
り
で
書
い

た
『
狙
撃
手
、
前
へ
』
と
い
う

本
に
出
て
い
た
。
志
願
兵
で
、

優
秀
な
狙
撃
手
だ
っ
た
男
か
ら

の
聴
き
取
り
。
中
国
の
人
達
が

「
こ
の
銭
で
は
元
手
が
足
り
な

い
」
と
か
「
そ
れ
で
は
と
て
も

割
に
合
わ
ん
」
と
い
う
と
き
に

使
っ
た
ら
し
い
。

　

筆
者
の
父
も
山
砲
兵
で
、
中

国
で
足
を
撃
た
れ
た
。
瀬
戸
山

さ
ん
は
「
不
可
賠
銭
」
と
分
か

っ
て
い
て
十
八
年
か
け
て
一
冊

の
本
を
書
い
た
。

　

そ
ん
な
に
し
て
ま
で
、
戦
争

そ
の
も
の
が
ポ
コ
ペ
ン
だ
と
訴

え
た
か
っ
た
人
。
高
山
在
住
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
　
催
事
の
お
知
ら
せ

飛
友
会
カ
メ
キ
チ　

写
真
展

◇
日
時　

九
月
十
一
日
（
金
）
～

十
三
日
（
日
）　

午
前
九
時
三
十

分
～
午
後
九
時
（
最
終
日　

午
後

五
時
）

◇
会
場　

文
化
会
館
二
階
展
示
室

◇
入
場
無
料

紅
葉
と
紫
式
部
展
～
大
観
、玉
堂
、

松
園 

他
～

◇
日
時　

九
月
十
七
日
（
木
）
～

十
二
月
八
日
（
火
）　

水
曜
休
館

◇
会
場　

光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◇
入
館
料
が
必
要

華
道
家
元
池
坊
飛
騨
支
部　

巡
回

講
座

◇
日
時　

九
月
二
十
七
日
（
日
）

　

午
前
十
時
～
午
後
三
時
三
十
分

◇
会
場　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
参
加
費　

三
千
円

　

煎
茶
道
松
風
流
（
富
山
）
の
先

代
家
元
は
、
煎
茶
道
の
心
＝
お
も

て
な
し
の
心
を
世
界
に
紹
介
し
た

い
と
い
う
の
が
口
癖
で
し
た
。

　

三
十
年
ほ
ど
前
、
金
沢
大
学
に

留
学
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
女
性

の
シ
ル
ヴ
ィ
・
ギ
シ
ャ
ル
・
ア
ン

ギ
ス
さ
ん
に
、
煎

茶
の
基
本
で
あ
る

文
人
茶
の
世
界
を

徹
底
し
て
教
え
込

ま
れ
ま
し
た
。
先

代
家
元
は
、
パ
リ

の
彼
女
の
自
宅
ま

で
訪
問
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
影
響
も
あ

煎
茶
道
を
通
し
て
の

　
国
際
文
化
交
流
に
思
う
こ
と

煎
茶
道
松
風
流（
富
山
）　
　
鍋
島
　
道
雄

っ
て
、
当
流
は
海
外
の
茶
会
を

開か
い
え
ん莚
す
る
こ
と
に
抵
抗
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
九
九
五
年
十
二
月
の
ホ

ノ
ル
ル
で
の「
さ
さ
や
か
煎
茶
会
」

を
皮
切
り
に
、
一
九
九
七
年
に
シ

ド
ニ
ー
で
も
開
莚
し
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
に
は
、
高
山
・
デ

ン
バ
ー
姉
妹
都
市
提
携
四
十
周
年

式
典
の
イ
ベ
ン
ト
に
組
み
立
て
式

の
茶
室
を
運
び
、
下
畑
喜
久
英
さ

ん
の
琴
の
演
奏
を
バ
ッ
ク
に
本
格

的
な
茶
会
を
開
き
、
好
評
を
得
ま

し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
〇
年
の

五
十
周
年
記
念
式
典
の
折
に
も
同

大
会
で
点
前
を
し
て
、
気
軽
に
多

く
の
人
達
に
日
本
茶
を
知
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
五
年
十
一
月
、
パ
リ
市

の
国
際
大
学
都
市
日
本
館
に
て
、
海

外
で
の
正
式
な
煎
茶
会
を
行
い
ま
し

た
。百
五
十
六
名
の
入
席
者
が
あ
り
、

に
ぎ
や
か
で
華
や
か
な
茶
会
に
、
皆

さ
ん
喜
ん
で

お
ら
れ
ま
し

た
。
帰
国
後
、

す
ぐ
に
在
仏

日
本
大
使
館

広
報
セ
ン
タ

ー
の
北
川
一

等
書
記
官
よ

り
、
次
の
よ

う
な
お
礼
の

メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。

　
「
お
茶
会
で
は
、
大
変
素
敵
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
お
茶
と
言
う
と
大
変

堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の

で
す
が
払
拭
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
日
本
に
対
す

る
よ
り
良
い
理
解
が
広
が
る
第
一

歩
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
ソ
フ
ト
パ

ワ
ー
し
か
持
ち
得
な
い
我
が
国
に

と
っ
て
は
一
番
の
武
器
に
な
る
だ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。」（
原
文
の

ま
ま
）

　

二
〇
〇
七
年
に
は
、
パ
リ
市
の

ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

コ
ル
バ
ー
ト
に
て
煎
茶
会
を
開
莚

し
、
こ
の
時
も
多
く
の
人
に
煎
茶

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

翌
二
〇
〇
八
年
十
月
四
日
～
五

日
の
二
日
間
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル

ザ
ス
地
方
の
サ
ン
デ
ィ
エ
と
い
う

小
さ
な
都
市
に
て
、
世
界
地
理
学

会
主
催
に
よ
る
日
仏
修
好
百
五
十

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
開
莚
を
要

請
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ン
デ
ィ
エ
市

長
を
は
じ
め
と
し
、
二
日
間
で
約

八
百
七
十
人
の
参
席
者
が
あ
り
、

長
い
行
列
が
出
来
て
三
時
間
も
待

っ
て
入
席
さ
れ
た
方
も
あ
り
ま
し

た
。目
の
回
る
忙
し
さ
で
し
た
が
、

子
ど
も
を
含
め
皆
さ
ん
初
め
て
の

日
本
茶
を
「
お
い
し
い
」
と
言
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

二
〇
一
〇
年
九
月
十
八
日
に

は
、
知
人
の
紹
介
に
よ
り
オ
ラ
ン

ダ
の
ラ
イ
デ
ン
市
に
お
い
て
、
日

本
文
化
に
と
っ
て
因
縁
の
深
い
シ

ー
ボ
ル
ト
ハ
ウ
ス
の
展
示
室
で
の

煎
茶
会
を
開
莚
し
ま
し
た
。

　

二
〇
一
二
年
十
一
月
三
日
に

は
、
パ
リ
市
ギ
メ
美
術
館
に
お
い

て
茶
道
具
展
の
協
賛
と
し
て
煎
茶

会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
こ
の
時

は
事
前
に
申
し
込
み
さ
れ
た
方
の

み
で
、
私
の
知
人
で
も
入
席
で
き

な
い
人
が
い
ま
し
た
。

　

シ
ル
ヴ
ィ
さ
ん
が
、
一
昨
年
パ

リ
市
に
て
煎
茶
教
室
を
開
か
れ
ま

し
た
。
パ
リ
煎
茶
教
室
の
披
露
茶

会
を
す
る
時
は
、
馳
せ
参
じ
て
お

祝
い
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

在
仏
大
使
館
書
記
官
の
言
葉
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー

と
し
て
煎
茶
道
を
世
界
の
多
く
の

人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
念

じ
て
い
ま
す
。

2000年　デンバー市フェスティバルでの煎茶会

2012年　パリ市ギメ美術館での煎茶会


